
 

 

   

日時 ：令和５年２月２２日（水）18:30～21:00 

場所 ：川柳文化センター体育室 

参加者数：12 名 

当
日
の
様
子 

コミュニティのミライを考える

プ
ロ
グ
ラ
ム

１．開催にあたって 

２．コミュニティプランの策定について 

３．コミュニティプラン素案について 

４．意見交換  

ワーク①：プロジェクトのとりまとめ

ワーク②：コミュニティプランの進め方

５．検討結果の発表 

６．今後の進め方 

７．閉会・次回のご案内 



当日の記録 

ワーク①②では、第３回地区別懇談会と同様に５班に分かれてグループワーク

を行いました。内容としては、ワーク①では各プロジェクトの内容を確認し、プ

ロジェクトシートを完成させました。ワーク②ではプロジェクトの実施を始め、

コミュニティプランの進め方について意見交換しました。

当日検討したプロジェクトの一覧と、モデルプロジェクトの候補、 

最終的に選ばれたモデルプロジェクトは以下の通りです。 

※第５回に参加していただいた、各班員の皆様の氏名は関係者様以外に公表いたしません。

※C 班は、参加者が少なかったため、E班と合同となりました

次頁以降に、ワーク①の検討で出された意見をプロジェクトごとに掲載します。 

（意見は、その該当箇所ごとに、以下のような吹き出しの形で表示しています） 

各班で検討したプロジェクト 

A・B 混合班 

D 班 

C・E 混合班 



パパやおじいちゃんの参加
や活躍も大事！ 

文化的な施設がここ
（川文）しかない！ 

昔はもっと子どもが川文に
いたのに、今は登録団体しか
使えないのが現状… 

裏庭も活用したい！ 

あおはる食堂とコラボし
て発展を目指したい！ 

受けたことある人いるのかな？ 
受講したら、活動のコアメンバー
になれそう！ 



「居場所」の運営を目指すことは、子ども食堂のメ
ンバー全員で共有できているわけではない。 
「居場所」に関連する記載については団体としての
判断が必要なので、持ち帰りたい 



町会に入っていないと行けないのかと思われ
そうなので、全体的に町会カラーを薄める。町
会会館ではなく、区会館に修正する 

古民家の活用に関心のあるお店を地域の外
から呼び込んではどうか。他の地域からの
お客さんを呼び込めば、交流も増える 

社協の事業と連携してプロジェク
トを立ち上げ、町会で運営するこ
ともできるのではないか 

飲食できる場がある
と、人は集まりやすい 

社協ではふれあい会食
を行っている 
福祉作業所つばさの森
で、パンをつくっている 



収穫祭などのお祭りの場で食べるので
はないので、「お祭りへの参加」と「収
穫して食べること」は分けて表現する 

現役の農家さんは少ないため、
「農業経験者」という表現とする 

芋煮会ではなく「収穫したものを調理
して提供する」という表現とする 

１神社とのタイアップは難しい面があるた
め「お日待ち」などお祭りの名前は出さない 



主な歴史資源としては「十王堂」「東瀬
院」「女体神社」をあげておくとよい 

古くは、下妻街道に多くの人が往来し
にぎわいがあった。そういう歴史を風
化させず、語り継いでいきたい 

柿木の歴史資源パンフのリニュー
アル版、デジタル版ができるとよい 



協力者を募る際には、フリーパーク協議
会のメリットを周知していけると良い 

気軽に参加してもらえ
るように声掛けする 

小学校の協力を得て、子ども
の意見を聞き出せると良い 

ごみ対策協議会のように、団体の代表者が、参加
したい時だけ自由に参加できる場になると良い 

年に数回など、定期的にイベ
ントを実施できると良い 



大学の研究室やサークルは、参加することで自分
たちがやりたいことへ地域の協力を得られる可能
性があるため、その点は大きなメリット 

大学生が発案したテーマで
話し合えると楽しそう 

発信力という視点でも学生を始めとする若い
世代の参加は貴重。成功体験や楽しい活動がで
きれば、様々な方面へ発信してもらえるかも 

このプロジェクトは、草加川
柳地区の「円卓会議」のイメー
ジに近いかもしれない 



入学説明会等の場で作成した地図を配布
して周知できると良いかもしれない 

子どもの親世代も対象に
含められると良い 

警察署に協力してもらえると良い 



ワーク②：コミュニティプランの進め方 

ワーク②ではプロジェクトの実施を始め、コミュニティプランの進め方につい

て意見交換しました。 

円
卓
会
議
の
進
め
方 

・お酒を飲んで集まるとか、楽しいことをやってる様子が分かれば集まるのではないか。地

元の集まりの延長で、円卓会議にも参加できるといいのだが。 

・あまり型にはめずに、ユニークに自由にやったほうがいい。楽しくないと誰も参加しない。 

・地域住民が事務局を担うのは大変であるため、川柳文化センターの協力を得るなど必要では。 

・柿木公民館の利用者に声をかけてはどうか。 

 

円
卓
会
議
の
イ
メ
ー
ジ 

・これまでと同様に、町会に負担が偏ることを危惧しているが、（市もメンバーの一員とし

て伴走支援するのであれば）行政と対等に話し合える場として、今までの各種会議とあり

方が異なる形を目指したい。 

・名称が固いので変えよう。もっと分かりやすく、なじみやすい名前に変えよう。（1 回目

の会議で考える、公募する、地域の小学生に出してもらうなど） 

・円卓会議の４つの役割について、課題だけでなく、「宝物」（地域の資源・良い所）も出

す場にした方がよい 

 

円
卓
会
議
へ
の
参
加 

し
や
す
さ
・
人
集
め 

・町会などの地元の集まり･ネットワークだけでは限界がある。 

・人集めは課題であり、広く周知するだけでは人は集まらないため、ピンポイントでアプロ

ーチし、そこから芋づる式に集めると良いのでは（地区別懇談会の参加者募集と同様の方

法） 

・円卓会議の参加者をどう集めるかは課題。町会以外の方をどう集めるか。 

 

そ
の
他 

・今は誰でもスマホ･SNS で情報を探せる時代。柿木にないものを持ってこないと、地域住

民の関心は得られないのではないか。 

・柿木の人は、外に出てこない。若い人も自宅のお庭で遊べる。メンバーの高齢化は進んで

いるが、柿木産業倶楽部の集まりには若い人もいる。 

 


